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私はこれまで認知症、脳卒中、パーキンソン病など様々な病気を扱ってまいりました。脳

は酸化ストレスに弱い臓器で、酸化ストレスを抑えることは脳の病気を抑えることに繋が

ります。この度、大阪大学の森下竜一先生、神戸大学の古和久朋先生、鳥取大学の河田康志

先生とともに、「ロスマリン酸研究会」を結成させていただきました。ロスマリン酸の良さ

を皆で勉強して、それが本当に脳に良いものであれば、多くの方に使っていただきたいと思

い、この研究会を結成いたしました。 

  

 

「ロスマリン酸」は、60 年前にイタリア人の研究者によって、ハーブであるローズマリ

ーから発見され、スペアミントやレモンバームなどのハーブの中にも多く含まれているポ

リフェノールです。 

ロスマリン酸には、抗酸化作用や抗炎症作用があり、アレルギー反応を抑えるほか、近年

では脳の健康にも働くことが研究で明らかになってきています。 

我々医者の中では、ロスマリン酸の化学構造がそのような機能に直通しているであろう

ということで、構造活性相関が非常に大事と考えています。 



  

21年前に「ギリシャ神話の花とハーブたち」という本が出ました。 

ちなみに、著者 日高けん は、私のペンネームです。その本の中に記述していますが、ミン

トはさわやかな清涼効果があり、花言葉は「もう一度愛して」です。今日のロスマリン酸研

究会はメインテーマが認知症ですが、認知症を発症すると もの忘れや記憶がなくなります。

「あの頃を思い出して、もう一度愛して」という花言葉に通じるかもしれません。 

同じ本の中にラベンダーとローズマリーを載せていますが、ローズマリーは古代ラテン

語のロスマリノスからローズマリーと名づけられました。花言葉は「思い出をいだいて」で

すが、これも認知症に関係がありそうな花言葉です。このローズマリーから見出されたロス

マリン酸は、スペアミントにも非常にたくさん含まれています。花言葉の意味からしても、

古代から認知機能に関係があったのではないでしょうか。それから 2000～3000 年たって

ようやくこのようにロスマリン酸研究会が行われるようになりました。 

クライスラーという有名なバイオリニストが作曲した「美しきロスマリン」という小曲が

あります。「愛と喜び」や「愛の形」というリサイタルでよく使う曲です。このような方面

からもロスマリンという名前を憶えていただけたらと思います。 

 

ポリフェノールは大きく 2つの種類があります。フラボン類とスティルベン類です。 

お茶で有名なカテキン、ブルーベリーのアントシアニン、大豆のイソフラボン、玉ねぎの

クエルセチンはフラボン類に属します。一方、ブドウの果皮に含まれるレスベラトロールは

スティルベン類です。ロスマリン酸は、この 2 つの分類のスティルベン類に似た構造をし

ています。 

 

認知症患者が国内外で増えてきていますが、もしロスマリン酸が認知症に対して効くの

であれば、薬を飲み始めるより前から摂ることで、認知症の予防に繋がり、社会的にも非常

に意味のある重要なことになります。 

医薬品と食品の分類では、「医薬品」「医薬部外品」「保健機能食品」「一般食品」がありま

す。このうち「保健機能食品」はさらに「特定保健用食品」いわゆる特保、「機能性表示食

品」、「栄養機能食品」に分けられます。ロスマリン酸はサプリメントとして効果があるので



あれば、機能性表示食品に分類されると思います。 

私は、日本認知症予防学会にも所属しており、その学会が昨年岡山で開催されました。そ

の中で、エビデンス創出委員会というものがあり、私はその委員長をしています。 

第一の認定が出たのが「フェルガード」というサプリメントです。中身の主成分は「フェ

ルラ酸」で、これは昔の玄米の胚芽に多く含まれる成分です。「フェルガード」は、フェル

ラ酸とガーデンアンゼリカという菊を混ぜたサプリメントです。フェルラ酸の構造は、ロス

マリン酸の構造の半分と似ています。ロスマリン酸はフェルラ酸の構造を２つ持っている

と考えると、フェルラ酸より効くかもしれないという期待が持てます。 

 

  

 

ロスマリン酸研究会を通じて、そのように脳の健康や認知症に対して可能性を秘めたロ

スマリン酸の基礎研究データを勉強し、そして臨床的な立場で本当に効くのかということ

を確認していきたいと思います。 


